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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・担当利用者のケアアセスメント票の作成について、5月末までに担当利用者と面談し、作成してください。不明な点については小林SGMまでご連絡をお願いします。

＜デイケア利用者様情報＞

・高田　マキ　様～就職活動や､実施していた作業療法(革細工)が終了したこと等を理由に､デイケアを利用する回数が減っている。上記について振り返り､就労までのステップアップや病状管理を目的として､デイケアの利用を勧めるが､｢ハローワークに行くから｣｢すぐ就職するから大丈夫｣等と理解が乏しい。引き続き､利用について本人と検討していく。

・植村　廣隆　様～H26.5.9就業･生活支援センター｢ワークみなと｣大嶋氏が来所し､就労移行支援の申請手続きを実施。利用開始については､5月19日（月）を予定しており､月～金曜日の予定で利用することとしている。上記に伴い､デイケアを5月16日（金）付で終了することを本人と検討。｢頑張ってきます｣と､本人も就労移行支援の利用に意欲を持っている。5月16日(金)､担当職員とデイケア利用時の振り返りミーティングを実施予定。

・森　美智男　様～就労継続支援B型｢三本の木｣利用を検討しており､体験利用の調整を実施し､本日､同施設を体験利用する為､デイケアを欠席。本人･妻ともに意欲的で､施設側も受け入れは可能であるとのこと。申請が行える7月以降に本格的に手続きを開始し､デイケアと併用していくこととしている。

・青木　紀子　様～本人より電話連絡がある。4月からの単身生活で疲労を感じて､体を休める為､実家へ帰省しているとのこと。今週1週間は実家で静養し､今週いっぱいはデイケアを休みたいと話している。外来受診には必ず行くとのことで､疲労以外には体調に変化はないと話している。不調時には必ず連絡をいただくこととしている。

・寺沢　彩　様　～本人より､デイケアを2週間休みたいとの相談がある。事情を確認したところ､寺沢様いわく､交際相手である中村与一郎様の束縛がひどく､なにをしていても常に一緒にいなければいけないこと､友人の利用者と話していると､なにを話していたのか逐一確認してくること等､｢干渉してくることに疲れた｣と話している。本日も､ふざけてボディタッチをしてきた中村様に対して｢うざい｣と怒ってしまい､中村様と気まずくなったとのこと。デイケアを休むことは根本的な解決にならないことを振り返り､相手と距離を置く方法について話し合う。しかし､｢2週間休めば､自分のしたいこと(読書やヘルパーの資格取得勉強)ができる｣等と話しており､休みたい気持ちがあると訴える。再度職員間でも検討することを伝えている。

・細谷地　与蔵様～デイケア利用希望があり､妻とともに来所した為､対応。51歳､脳血管性認知症にて当院へ通院中。H15年､脳梗塞を発症し､青森労災病院へ2週間程入院。退院後は通院を継続。H25年夏頃より､歩行時小股で歩くようになった。H25年9月末より記銘力障害･記憶力障害が認められるようになり、「メールの送り方がわからない」「キャッシュカードを3回も間違えた」等と妻に話すことがあった。H25年10月､交通事故に遭い､精密検査を目的として､おっとも脳神経リハビリテーションクリニックを受診。MRI検査を実施し､70歳を超えている脳だと説明され､治療を勧められるも本人が希望しなかった。その後､H25年10月～12月の間に、交通事故が3度続いたことから、H26.1.7むらかみ脳神経クリニックを受診。MRI検査にて脳血管認知症と診断。その後､妻が若年性認知症サポートセンターゆえみに相談し､以後､週2回の利用を開始。ゆえみより認知症疾患医療センターを紹介され､H26.2.17初診。以後､通院を継続している。
　　　　　　　　　現在､火･木曜日は｢ゆえみ｣を利用しているが､その他は自宅で過ごすことが多く､日中活動の場として精神科デイケア利用を検討。本人･妻へ説明し､月･水･金曜日の利用を検討した。利用料の負担軽減を目的として､自立支援医療費の説明を行い､本日､申請。制度適応が受け付けられる日が確定した後､利用を開始することとした。

・大下　良悦　様～肺炎により静養する為､本日欠席。また､本日､鹿内内科を受診。熱も下がり､体調も回復してきたとのこと。昼食を食べる際､青風荘より職員同伴で来所した際は､元気良く｢だいぶよくなりました｣と話していた。

・八木橋　牧雄様～うみねこ幸房より情報提供がある。自立支援受給者証の更新及び､利用計画作成手続きを実施する為､本日市役所障害福祉課へ行き､担当者より説明を受けていたところ､突然怒り出して｢そんなものはいらねえ！勝手にやる｣等と訴えていたとのこと。会話中の酒臭はあまり感じられず､介入により落ち着いている。うみねこ幸房では情動の変動､酒臭等も認められており､先週には｢朝起きたらなってた。なんでかわからない｣と左手と左肘に打撲痕があった。連続飲酒状態の可能性も視野に入れ､見守りを要している状況であるとのこと。

＜青明舎利用者様情報＞

・高柳　和子　様～連休､実家へ帰ることを期待していたが､弟の都合がつかずに帰れなかったと落ち込んでいた様子。頓服薬服用､訪問看護への相談等を実施して対処していたとのこと。6～7月には､両親の命日もある為､弟と相談して帰省したいと話している。

・富塚　勝幸　様～就労継続支援B型｢ラボーロ｣を利用する為､申請手続きを実施中。

相談支援事業所｢ビリーブケア｣より情報提供がある。本人より､｢ラボーロを使うことになったら､青南病院と青明舎の利用を中止したい｣と話があったとのことで､青明舎職員が本人へ確認。｢そんなことは言っていない｣と否定しており､通院･利用は続けたいと話していた。

・青木　紀子　様～交際相手である東海林康之様とともに､長者の森クリニックにて禁煙外来を開始している。食事はカップめん等が多く､コーラを飲む量は減ったものの､依然として多い状況が続いており､職員の助言を要している。また､デイケア利用中の特定利用者との対人関係に悩んでいること､デイケア利用者が多くなってきていて､たまに静かなところで休みたいこと､青山荘を退所し､困っていることを相談しづらくなったこと等を訴えている。相談場所として､青明舎を利用するよう伝えているとのこと。

・東海林　康之様～今週末､兄とともに宗教関連の用事にて岐阜県に旅行に行く予定で､旅費は兄が出してくれるとのこと。また､交際相手である青木様のことについて不安を訴えており､｢デイに行っても楽しくない｣｢実家に帰りたい｣等と訴えていたとのこと。職員へも情報提供することを伝えている。

・清水　秋男　様～仕事について､相談している。仕事の回数を､週2回から週3回に増やしたいと話しており､週2回に変えたばかりの為､様子を見るよう伝えている。職員の説明に納得している。

＜グループホーム入居者様情報＞

・種本　サハ　様～外来で実施した血液検査にて､CK異常値が認められ､精密検査を実施する為､管理人同伴にて病院受診を勧めている。しかし､｢他の人にも同じような人がいたけど､大丈夫だったし｣等と訴え､受診に消極的な様子。危険性を伝え､病院受診を勧めていくこととしている。

＜事例検討＞

浅坂　政美　様　（59）　アルコール依存症　担当医：中野Dr

デイケア：平成23年6月20日　利用開始　　　利用日：月～水､金曜日(週4回)

検討内容目標、計画の見直し

長期目標断酒し、地域生活を継続する

中期目標①再飲酒を行うことの無い生活

②糖尿病悪化の防止(新規)

③自身の身体の状態を把握できるようになる　　

短期目標①抗酒剤の継続した服用と飲酒欲求のきっかけを知る

②体重のコントロール（70㎏未満）と間食量の把握

③痛みを感じる運動を控え、無理な動きをしない

④保清でできない部分をスタッフに頼めるようになる

実施計画①来所時に抗酒剤服用を確認。苛々感の有無を確認・傾聴し、ストレス緩和を図る。

②食事内容と間食有無の確認し、週1度の体重測定の実施と可能な運動への参加を促す。

③痛みを感じる場合には本人から具体的に、姿勢や運動内容、痛みの場所を確認する。運動を行う際は、手の届く位置で見守り、転倒時支えることができるよう見守る。

④血圧測定し、血圧が高値の場合は外来に情報提供する。

現状①H22年移行は断酒を継続できている。飲酒欲求については､｢飲めるなら､いつでも飲みたいよ｣等と笑いながら話すことはあるものの､現在は再飲酒せずに生活できている。

　　②体重は5/12現在66.4㎏で､目標は達成している。間食は仏壇への供え物に出している饅頭を1個程度。時折､2～3個食べることがあり､随時振り返るものの､｢それくらい､あんたも食べるでしょ｣等と訴えることがある。

　　③運動については､ウォーキングやエアロバイクを実施している。職員が見守り､転倒ないよう注意している。

　　④冬期には､氷で滑って転倒することがあるものの､ケガをすることはない。また､大雪の際には､自ら外出を控え､転倒することなく過ごすことが出来た。

検討結果
　　　目標･計画については継続。歩行について､擦り足で歩くことが目立ち､転倒の危険性が高い。廊下にて実施している歩行訓練時に助言･介入を行い､歩行時の癖を直せるよう介入していく。また､家族状況を再確認し､緊急時に即座に対応できるよう､連携を強化する。

＜外来情報＞

・種市　サハ　様～障害者手帳更新の手紙が八戸市役所より届いており､診察時はパニックになっている様子がある。デイケア来所後､PSWより手紙について説明。グループホーム管理人からも本人へ伝えており､管理人が同行して市役所にて手続きを実施することとしている。

・田名部　浩平様～背中の湿疹に改善がなく､皮膚科を受診することを検討。来週診察時までに紹介状を作成することとなった。また､どこを受診するかについては､青山荘職員と相談し､職員より外来看護師へ連絡することとなっている。明日よりデイケア利用開始となる予定であり､精神症状等に不調がある際は､職員へ相談するよう､主治医より説明を受けている。

・下口　政子　様～H25年11月頃より生理が来ておらず､不順であることを訴えている。H24年頃に五戸総合病院婦人科を受診し検査を施行しており､当時は様子観察となっていた。次回当院受診時(5/26)､採血を実施予定。不安が強い場合は､婦人科を受診するよう主治医より説明を受けている。

